許可申請書添付（法43条第２項第２号）
新居浜市建設部建築指導課
　　　　　　既存建物の建替等で、従前と比べて避難、通行の安全性等が損なわれない場合。
	※許可要件※
①当該許可基準の施行以前（平成１１年５月１日）から存在する建築物の建替、増築、改築及び移転であること。
②敷地が、幅員が１．８メートル以上の通路等に２メートル以上接すること。
③通路等は、当該許可基準の施行以前から通行の用に供しているもの。
④建築物の敷地と通路等との境界線は、当該通路等の中心線から水平距離２メートル
（又は、　当該通路等の反対側の境界線から計画建築物の敷地側に水平距離４メート
ル、若しくは、当該通路等の境界線から計画建築物の正面の敷地側に水平距離４メ
ートル。以下基準６において同じ。）後退した線とし、後退部分を道として築造し、
砂利敷きその他通行に支障とならない構造とし、後退部分には建築物及び擁壁囲障
等の工作物を設置しないこと。ただし、かっこ書きの水平距離を後退した線を当該
境界線とすることができる場合は、計画建築物の敷地が接する部分から直近にある
建築基準法上の道路に接続する部分までの当該通路等の線形が通行に支障がない
ものに限ることとする（以下基準６において同じ）。
⑤通路等を建築基準法の道路とみなしたとき、建築基準法の規定を満たす建築物であ
ること。

⑥用途、規模については、既存と同程度とする。
⑦敷地内の雨水及び汚水等の排水処理ができること。

⑧通路等の通行上の使用について、協議が終わっていること。　　
　　　⑨建築基準法上の道路と通路等が交差する角地の敷地とこれに接する通　路等との
境界線に限り、上記④の「２メートル」を「1.35メートル」に、「４メートル」を
「2.7メートル」に読み替えることができるものとする。この場合、上記②の通路
等は建築物の敷地から建築基準法上の道路に至るまでの距離が35メートル以下の
ものに、上記⑥の用途は専用住宅に限るものとし、その外壁及び軒裏で延焼のおそ
れのある部分を防火構造以上とし、外壁の開口部で延焼のおそれのある部分に防火
戸その他の防火設備を設置することとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


申請書及び添付書類（綴り方は裏面参照。）
	書　　　類
	内　　　容
	備　考
	ﾁｪｯｸ欄

	許可申請書
	建築基準法施行規則第１０条の４第１項による第４３号様式
	正・副
	

	付近見取図
	方位・道路及び目標となる建物
	住宅地図
	

	配置図
	縮尺、方位、敷地境界線、敷地内における建築物の位置、申請に係る建築物と他の建築物との別、擁壁、井戸及び屎尿浄化槽の位置、土地の高低、建築物の各部分の高さ並びに敷地の接する道路の位置及び幅員
	
	

	各階平面図
	縮尺、方位、間取、各室の用途、壁及び筋かいの位置及び種類、通し柱、開口部及び防火戸の位置並びに延焼の恐れのある部分の外壁の構造
	
	

	２面以上の立面図
	縮尺、開口部の位置並びに延焼の恐れのある部分の外壁及び軒裏の構造（法第６２条第１項本文に規定する建築物の内、耐火建築物及び準耐火建築物以外の物については、縮尺、開口部の位置及び構造並びに外壁及び軒裏の構造）
	
	

	２面以上の断面図
	縮尺、床の高さ、各階の天井の高さ、軒及び庇の出並びに軒の高さ及び建築物の高さ
	
	

	求積表（図）
	敷地面積・建築面積・各階床面積
	
	

	許可申請をする理由書
	
	様式有り
	

	道路までの拡幅協議書
	□公図・土地謄本（原本）
□建物謄本

□その他権利関係を証する書面

□関係権利者（抵当権者等含む）全員の印鑑証明
	当該許可基準以前からの道路、既存建物であるかを確認。
	様式有り
	

	敷地全体利用図
	道路、通路及びそれに接する敷地と建物の形態、通路拡幅範囲及びその内容が明示された図面。及び基準法上の道路から申請地までの状況
	
	

	用途規模が申請建物と同程度であることが判断できる書面又は図書他
	既存建物登記簿謄本、既存建物配置図、既存建物表示登記等
	
	

	申請敷地内の雨水及び汚水の排水処理が確認できる図面
	下水に接続の場合、下水道課の合議書を添付。浄化槽であれば、設置届出書の写し（品番等）及び放流同意書を添付。
	
	

	申請敷地及び周辺の現況写真
	５枚以上（ただし書き道路と基準法の道路・申請地の接続状況がよくわかる物）写真方向図
	
	

	その他特に必要となる図書
	委任状、事務所登録証（写）、
	
	


■届出書の綴り方
　許可申請書は、下記の順に綴ってください。
	
	名　　称
	仕　　様
	備　考

	①
	許可申請書
	
	

	②
	委　任　状
	
	

	③
	理　由　書
	
	

	④
	登記簿謄本
	建物謄本、土地謄本
	正本に原本

	⑤
	公　　　図
	申請地、拡幅部分着色
	

	⑥
	敷地全体利用図
	道路、通路及びそれに接する敷地と建物の形態、通路拡幅範囲及びその内容が明示された図面。及び基準法上の道路から申請地までの状況が分かるもの
	

	⑦
	拡幅協議書
	自署、実印、印鑑証明書（登記簿上の所有者、抵当権者、根抵当権者等）
	

	⑧
	登記簿謄本
	拡幅同意部分の土地・建物謄本
	

	⑨
	（境界査定書）
	基準法上の道路が農道等の場合、査定書等で幅員（１．８ｍ以上）を確認
	

	⑩
	汚水処理
	下水道課の合議書、又は浄化槽設置届書の表紙と放流同意書
	

	⑪
	写真方向図
	
	

	⑫
	写　　　真
	申請地と拡幅道路との接続状況等
	

	⑬
	附近見取図
	申請地着色
	

	⑭
	敷地丈量図
	
	

	⑮
	配　置　図
	雨水、汚水処理記入。土地高低等
	

	⑯
	求　積　図
	
	

	⑰
	各階平面図
	住宅用火災報知機
	

	⑱
	立　面　図
	２面以上
	

	⑲
	断　面　図
	２面以上
	

	⑲
	そ　の　他
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